








緒言 

急性間質性腎炎(acute interstitial nephritis)は古く 1898 年、猩紅熱,ジフテリーなど

の際に間質に細胞浸潤のみられるものについて付けられた名称である。急性と言っても出

現する細胞はリンパ球,形質細胞が主体でこれに少数の好中球,好酸球が混じっている。(1

)間質のみでなく尿細管変化も伴っていることから最近では急性尿細管間質性腎炎(acute 

tubulointerstitial nephritis 略して acuteTIN)と呼ばれている。 

間質性腎炎は、感染性,薬剤反応性,糸球体腎炎に伴うもの、免疫異常に伴うものなどに分

けられている。(2)このうち感染性のものは一般には急性及び慢性腎孟腎炎と呼ばれており

、特に急性間質性腎炎(acuteTIN)という場合には薬剤によるもの(druginduced hypersens

itivity tubulointerstitial nephritis)2 が注目されている。しかし実際には薬剤のみで

なく原因不明で、細菌,ウイールスによるアレルギーによりこれと同様の症状、組織所見を

示すものもあるようである。 

臨床的には、熱,嘔吐,急性腎不全,血尿,血沈促進などがみられ、時に皮膚の発疹,好酸球増

多症がみられる。しかし、これらの症状がすべて揃うわけではなく、これらの中で本症を

疑うポイントになるものは急性腎不全で、しかもこれが緩解しやすいものであることであ

る。 

今回上記の症状を示し、腎生検で間質変化が主体となっている7症例について検討した。

この他にも疑わしい例もあったが、臨床所見が病理依頼表では詳しくわからないものは除

外した。 


